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新型コロナウイルス感染症対応原稿例会 第 2008 回例会 2020年 5月 28 日（木） 

本日のプログラム  「地区研修・協議会 研修資料を視聴して」

＊会長あいさつ 吉田 和也会長 

暖かい陽気に誘われて、緊急事態宣言が解除され

たこともあり、3密にならないように注意しながら、

屋外でスポーツなどを楽しみたい気持ちにかられる

今日この頃ですが、皆さまいかがお過ごしでしょう

か。 

 本日の卓話原稿は、新型コロナウイルスの感染の

影響により YouTubeでの開催となりました地区研

修・協議会の国際協議会・RI会長エレクトのテーマ

講演の感想という内容で、伊佐地司会員、後藤政之

会員、長谷部貴司会員の 3名に報告をお願いいたし

ました。皆様方におかれましては、動画の視聴とい

うことで、会場での直接の肉声での講演と異なり、

伝わり方の感覚の違いがあろうかと思いますが、ど

んな感想を持たれたのか楽しみに拝読させていただ

きたいと思います。 

 さて、前回でもお話させていただきましたが、5

月 22日に「新型コロナウイルス災害寄付」といたし

まして寄付の目録を市長に、川上勉クラブ研修リー

ダー、小川糧司社会奉仕委員長、波多野篤志直前会

長、幹事と私でお渡ししてまいりました。そして 29

日 9時 30分に関商工に寄付の品物を納入致します。

子援隊につきましては日程の調整中で後日のお届け

となる予定です。 

 ある記事によりますと、この新型コロナウイルス

は、太陽光と温度と湿度によってウイルスを不活性

化にする作用があるとみられ、夏のような状況は感

染を減らすことができる環境を生み出すだろうと書

かれておりました。それでは、現在アフリカなど暖

かい国での感染はどうなのかと疑問に思いますが、

確かに国内におきましては、暖かい季節になったか

らか、皆の自粛行動の努力の賜物からか感染者は減

少し、とりあえず収束に向かっているように思いま

す。しかしこのウイルスはこの先消滅することは無

いようで、ウイルスが活性化する乾燥し低温になる

季節には、感染の第 2波が起こることが懸念されま

す。その第 2波の感染をできるだけ抑え、又今後の

感染を防止し、生徒や教育関係者の皆様が安心して

2019～2020年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「One for all, All for one. 

  協力しあい成長するロータリー！」 



学校生活を過ごしていただくために、今回の寄付の

品物をお使いいただければ幸いと思っております。 

 5月 25日に全国で緊急事態宣言が解除されました。

しかし緊急事態宣言が解除されたからといってコロ

ナの感染が確認された以前の生活に戻ることはでき

ないかもしれませんが、少しずつでも経済が活性化

して特に大きな打撃を受けて見える、飲食、観光業

の皆様がもとの営業に戻れるよう、その他の産業に

おきましてももとの状態に戻れるよう日本経済が一

刻も早く復活することを願います。 

今後もコロナを常に意識した感染予防の生活が続

く中「新しい生活様式」を心がけ、一刻も早くワク

チンができ、新型コロナウイルスの感染が終息する

ことを願い本日のご挨拶とさせていただきます。 

＊地区研修協議会 研修資料を視聴して 

伊佐地 司君 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、長期に亘り

例会が中止になることもさることながら、各種研修

会や協議会が中止になるとは想像も出来ず、どうな

ることかと不安な気持ちでいたところ、インターネ

ットを活用した動画配信は、非常に良い経験となり

ました。 

 2020－2021 RI会長はドイツで不動産業を営むホ

ルガー･クナーク（67歳）様で来年度のテーマは「ロ

ータリーは機会の扉を開く」を掲げられました。 

テーマ講演では、ロータリアンがリーダーシップを

強化する機会を作り、奉仕の理念を行動へと移し、

支援を必要とする人々の生活を向上する活動を行う

ようロータリアンを喚起され、ロータリーとはクラ

ブ入会だけでなく、無限の機会招待であり、ポリオ

撲滅のように大規模で歴史的なプロジェクトから、

地域社会でのささやかなプロジェクトまで奉仕の機

会を開いてくれることを説明されました。 

2020－2021ガバナーの剱田 廣喜様は私が入会し

たときのガバナーで、最初にお目にかかったのは、

各務原で開催されたＩＭの時でした。何も知らない

私は、ロータリーについて「世のため人のため」と

非常に熱く語られる剱田ガバナーに唯々感心するば

かりで、こういう方々がロータリーを支えているの

だと思ったことを覚えています。 

今回の Web研修において、RI会長エレクトの考え

などを始め、自分の考えを解りやく、丁寧に説明し

ておられ、理解を深めることが出来ました。 

剱田ガバナーエレクトが国際協議会で学んだこと

として、2015年 10月に決定された、「ロータリーは

時代に追いついていかなければならない」、「ロータ

リーは時代に適応しなければならない」、「ロータリ

ーは将来への備えができていなければならない」と

いうことから、急変する環境に適応する組織にする

ため『革新、柔軟性、ビジョン』を持たなければな

らないこと、出来なければロータリーは消滅すると

説明されました。 

ＲＩテーマに対するガバナーエレクトの考えとし

て、キーワードは「Take Action」であるとされ、こ

れは「チャンスの扉を開けましょう」「奉仕の扉を開

けましょう」ということであり、扉の向こうには、

成功、成長、発展がある。そして、ロータリーの未

来を定義するのは、革新性・柔軟性であるため、こ

れらをもって行動しようと説明された。 

ＲＩ会長エレクトの考えとして、有機的かつ持続

可能な形で、いかにしてロータリーを成長させるか

を考え、現会員を維持し、新会員を募れるか、立ち

はだかる課題に立ち向かうための組織強化の重要性、

そしてロータリー会員が変化を受け入れることの必

要性を強調した上で、「私たちは急激な変化に負けま

せん。この機会を捉えてロータリーを成長させ、よ

り強く、適応力を高め、中核的価値観により沿った

ロータリーになるのです」と言われたこと、若い人

や女性の必要性を訴えられたことを説明されました。

地区方針として、剱田ガバナーエレクトは 2度目の

ガバナーを務めることには明確な理由や原因がある

と考え、それは 2016－2017年度の地区大会の決議を

明確化することであると結論づけられました。それ

は日本の伝統として継承するロータリー文化を堅持

する決議であり、服部芳樹 PDGが言われた「日本の

ロータリーの伝統とは、職業奉仕を学ぶ道場が例会

であり、自分を磨くために例会に出席する」という

ことを引き合いに、職業奉仕を根幹とするロータリ

ーの理念を大切にしたいと言われました。 

そこで、現在のＲＩの動向と日本の伝統としての



ロータリー文化に方向性の違いがあることに違和感

を覚えました。ＲＩはなぜ戦後、職業倫理を強調し

なくなったのか、その後、なぜ世界社会奉仕が提唱

されたのか、なぜ世界最大のＮＰＯ法人を目指しか

ねないのか、アジアの会員数が増えたことが影響あ

るのか、など今後勉強していきたいと思います。 

ロータリーの本質は、親睦の中から自己を研鑽し、

奉仕の心を高めることにある。ロータリーの奉仕は、

「利己と利他の調和」を目指すもので、クラブの例

会を通じて親睦を出発点とし、奉仕の心を養い、一

人一人がそれを各方面に実践することが大切。例会

に出席し自己を改善し事業経営に役立てることが大

切と説明されました。 

剱田ガバナーエレクトのロータリー信条は伝統的

日本ロータリーの文化を輝かせ、真のイノベーショ

ンへ。イノベーションのために本質を見極めること。

伝統（職業奉仕・例会出席）を守りながらも伝統の

中から新しいものを見つけ、時代に合った新たなも

のを創造していかなければならないと考えていると

して、地区目標を下記の 7つ上げられました。 

1：RI会長テーマおよび強調事項の推進 

2：RIロータリー賞への積極的なチャレンジ 

3：新しい RI戦略計画の推進 

4：会員増強・会員維持・クラブ拡大 

5：青少年育成の推進 

6：ロータリー財団補助金の積極活用と寄付への理

解・推進 

7：米山奨学事業への参加と支援 

そして例会は「週一回開催を推奨します」「メーキャ

ップの期間は従来通り、前後 2週間を推奨します」

として纏められました。 

今回の研修を通じて、改めて例会の重要性と必要

性、計画をし、実行に移す行動力、会員増強、今以

上に若い人や女性会員の必要性を感じた内容でした。

この研修内容を今後の活動に生かし、奉仕を楽しみ、

積極的に活動していきたいと思います。 

後藤 政之君 

新型コロナウイルスの影響で地区研修・協議会、

例会が中止となり、ロータリーの活動から遠ざかっ

ている中、4月 24日に YouTubeで配信された研修資

料を視聴して、感想をということでしたので、拙い

文章で申し訳ありませんが書かせていただきます。 

 資料の冒頭は、RI会長エレクトのホルガー・クナ

ーク氏の講演から始まり、剱田ガバナーエレクトが

解説していただいています。 

 RI2020-2021年度のテーマは「ロータリーは機会の

扉を開く」です。ロータリーとはクラブに入会する

ことで、無限の機会に招待される、ポリオ撲滅のよ

うに大規模で歴史的なプロジェクトから地域社会の

ささやかなプロジェクトまで奉仕の機会を開いてく

れるというものです。この扉の向こうには成功、成

果、発展があり、ロータリーが良い変化をしていく

ために「革新性と柔軟性」をもって行動しようとの

ことです。そのために現会員の維持と若い新会員の

増強、とりわけ女性会員が必要とのことです。 

 関中央ロータリークラブでも「会員増強」という

言葉はよく耳にします。やはり組織を維持していく

ためには、常に新しい会員を入れていくことで、こ

れは当クラブに限らず、日本、世界のロータリーク

ラブの課題であると実感しました。 

 続いて地区方針の話になります。ここでは

2016-2017年度の地区大会の決議「日本の伝統として

継承するロータリー文化を堅持する決議」を明確化

していくということでした。日本のロータリーの伝

統とは、職業奉仕の学ぶ場として例会があり、自分

を高めていくために出席すること。例会を通じて親

睦をはかり、奉仕の心を養い、各方面で実践してい

くこととあります。これに対して今の RIはこの職業

奉仕の理念が希薄になり、世界社会奉仕、人道的援

助活動へと転換していっているという話もありまし

た。元々職業奉仕の理念から始まったロータリー、

奉仕という言葉は変わりませんが、RIがなぜ方針を

変えていったのか、また例会で教えていただけたら

と思いました。  

 私もロータリーに入会して、もうすぐ 2年になり

ます。まだまだわからない事ばかりですが、例会に

出ることで先輩会員の皆様とのお話や講師の方をお

呼びしての卓話など、自分にとって大変勉強になる

場だと思っています。研修資料の中にもありました

が、例会に出席できるということは、自分や家族、



仕事が健全なことだとありました。私も自分の基盤

が不安定では、ロータリーの活動、例会の出席は難

しいと思います。岐阜県もコロナウイルスの緊急非

常事態宣言が解除されたとはいえ、まだまだ不安は

尽きませんが、コロナウイルスに負けず、自分の基

盤をしっかりして、また例会が早く再開して皆様に

お会いできればと改めて思いました。 

長谷部 貴司君 

関中央ロータリークラブに入会をさせて頂き１０

ヶ月程になりましたが、この１０ヶ月ロータリーク

ラブの例会や活動の方もあまり参加が出来てない状

況の中で、今回は新型コロナウイルスの影響でオン

ライン動画での研修セミナーを視聴させて頂いた感

想を述べさせて頂きます。 

オンライン動画を拝見させて頂く前からＰＥＴＳ

って何？ガバナーって何？ＲⅠ第〇〇〇〇地区第〇

グループって何？ロータリーの専門用語が多数あり、

内容が分からないままの状況の中での視聴でした。

ＰＥＴＳの意味、ＲＩの意味、ロータリーの組織、

クラブ会長さんと幹事さんの立ち位置、ロータリー

の存在価値、ロータリーのあるべき姿、様々な変化

が起きている中での将来のロータリーはどうあるべ

きか、ロータリーの新しい価値観、2020-2021RI テ

ーマビジョン、ローターアクトクラブ等解りやすく

説明されており少しだけ理解が出来きましたが、ま

だまだロータリークラブも奥が深く難しく分からな

い事ばかりで理解するのには早くても５年以上は掛

かるかと思いますが、ロータリーの目的であります

奉仕理念の育成実銭、奉仕理念を生活全般に適用す

る事、機会の扉を開く事を今後少しずつでも進めて

参ります。 

また、ガバナーエレクト研修の国際協議会の

FESTIVALNIGHT の動画模様もあり、私も 20 代 30

代と関青年会議所（ＪＣ）に在籍をしており、祭り

の夕べの動画も賑やかでＪＣ時代の楽しかった一時

を思い出しました。 

今後も会社が順調に運営存続が出来ていてのロー

タリークラブ活動だと私自身思っております。私も

今までバブル崩壊、ＩＴ崩壊、リーマンショック、

震災、災害等の経験をして来ましたが、急激に業績

が落ち込む事はありませんでしたが、今回のコロナ

ウイルスの終息が長引けば、私どものコンクリート

二次製品業界にも大きな影響が出て来るかと予想し

ており、非常に危機感と不安を感じております。辻

ガバナー、刀根パストガバナーが言われておりまし

たロータリークラブも大きな変化と大変厳しい時代

に入り、これからのロータリークラブが為すべき事

を語られておりました。私もこれから非常に厳しい

時代の会社の長期の経営方針と経営計画を明確に示

し、この数年は先の見えない、想像が出来ない世の

中に対応出来る短期の経営方針と経営計画を確実に

行う事を今以上に行わなければいけない事を再認識

させられました。以上、会長エレクト研修セミナー

を視聴させて頂いた感想になります 

＊幹事報告 

・明日、新型コロナウイルス対応事業の寄付物品を

関商工高校へ納入します。ＣＣＮの取材もありま

す。お時間のある方は、ぜひご参加下さい。 

【集合日時】 5月 29日（金）午前 9時 15分 

【集合場所】 関商工高校 商業科玄関前 

・2020-2021年度地区大会の日程変更について 

2021年 5月 29日～30日 に変更となります。 

（変更前 2020年 11月 7～8日） 

・岐阜エトスＲＣ事務所移転のお知らせ拝受 

・可児ＲＣ例会場変更のご案内拝受 

・鈴鹿シティＲＣ例会場変更のご案内拝受 

＜次例会の案内＞ 

新型コロナウイルス感染症対応原稿例会 

第 2009回 2020年 6月 11日（木） 

テーマ「近況報告」 ／ 担当 幹事 


